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種別 主な時代 主な遺物

集落跡 縄文時代 住居跡2軒 縄文土器

平安時代 炉穴2基 須恵器

近世以降 土坑13基 土師器

ピット4基 陶器

素焼土器

石器

金属製品

土製品

石製品

集落跡 平安時代 須恵器

土師器

平安時代の住居跡より多
数の土錘出土

要　約

　北割・西原遺跡第10・11地点は、道路を挟んで対峙する位置関係にあり両地点合
わせて平安時代の住居跡を３軒検出した。第11地点の住居跡は後世の掘削により
上部を失っており遺物の出土は少なかったが、第10地点の住居跡は、須恵器・土師
器・鉄製品・土錘・砥石等の出土があった。また、第10地点では縄文時代早期の遺
構・遺物の検出がされ、中・後期の土器片も見られた。両地点とも旧石器の調査で
は遺物等を検出できなかったが、第10地点では住居跡の覆土中よりナイフ形石器
が出土した。

北割・西原遺跡第11地点
住居跡1軒

調査原因
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北割・西原遺跡第10地点
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